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地域社会における岩手大学の役割等に関するアンケート調査票


岩手大学ではこのたび、2030年を見据え、本学の目指すべき方向性を示すものとして「岩手大学ビジョン2030」（別添１）を策定しました。その行動規範として「共考と協創（共に考え、協力して創る）」を掲げ、全学総体としてビジョン実現を目指したいと考えています。
岩手大学では、これまでも他に先駆けて地域企業との共同研究、技術相談、リカレント教育プログラム（社会人及び企業等のニーズに応じた実践的・専門的プログラム）の提供、地域課題をテーマとした卒業研究の実施等、地域連携活動に積極的に取り組んで参りましたが、本ビジョンの策定を受け、今後はこれらに加え、地域の未来を担う人材の育成・輩出並びに研究成果を活用した地域課題解決への貢献等にも力を入れたいと考えています。
本アンケートは、「岩手大学ビジョン2030」の実現に向けて、人材育成と研究成果の活用を通じ、地域社会が抱える課題の解決に貢献することを目的に実施するものですので、是非忌憚のないご意見を頂戴できますと幸いです。

はじめに、回答者の属性等についてお伺いします。
	団体・企業等名
	

	業種
【売上構成比が一番高い業種をひとつ選択】
	農林水産業　☐
鉱業、採石業、砂利採取業　☐
建設業　☐
製造業　☐
電気・ガス・熱供給・水道業　☐
情報通信業　☐
運輸業、郵便業　☐
卸売業、小売業　☐
金融業、保険業　☐
	不動産業、物品賃貸業　☐
学術研究、専門・技術サービス業　☐
宿泊業、飲食サービス業　☐
教育、学習支援業　☐
医療、福祉　☐
サービス業（他に分類されないもの）　☐
公務（他に分類されるものを除く）　☐
分類不能の産業　☐


	ご回答者氏名
	

	ご所属
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	









Ｑ１：岩手大学への関心についてお伺いします。【ひとつ選択】
①　非常に関心がある　☐
②　関心がある　　　　☐
③　あまり関心がない　☐
④　関心がない　　　　☐
　　⑤　わからない　　　　☐

Ｑ２：岩手大学に対する評価と期待についてお伺いします。
２－１．現状の評価についてお伺いします。【当てはまるものを選択】
	地域の高等教育機関として
	大いに貢献している
	やや貢献している
	あまり貢献していない
	全く貢献していない
	わからない

	①地域の高校の進学先として
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②地域の将来を担う人材の育成・輩出に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	③社会人の学び直し、スキルアップに
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	④シンポジウム、公開講座、講演会等、地域の文化や産業の振興に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	研究成果を活用した地域課題解決に関して
	大いに貢献している
	やや貢献している
	あまり貢献していない
	全く貢献していない
	わからない

	⑤地域コミュニティの課題解決に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥地域企業の課題解決に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	上記以外の社会貢献活動に関して
	大いに貢献している
	やや貢献している
	あまり貢献していない
	全く貢献していない
	わからない

	⑦地域のシンクタンクとして
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑧地域をフィールドとしたボランティア活動に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	その他（自由記述）
	



２－２．今後の期待についてお伺いします。【当てはまるものを選択】
	地域の高等教育機関として
	大いに期待している
	やや期待している
	あまり期待していない
	全く期待していない
	わからない

	①地域の高校の進学先として
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②地域の将来を担う人材の育成・輩出に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	③社会人の学び直し、スキルアップに
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	④シンポジウム、公開講座、講演会等、地域の文化や産業の振興に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	研究成果を活用した地域課題解決に関して
	大いに期待している
	やや期待している
	あまり期待していない
	全く期待していない
	わからない

	⑤地域コミュニティの課題解決に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥地域企業の課題解決に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	上記以外の社会貢献活動に関して
	大いに期待している
	やや期待している
	あまり期待していない
	全く期待していない
	わからない

	⑦地域のシンクタンクとして
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑧地域をフィールドとしたボランティア活動に
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	その他（自由記述）
	



Ｑ３：岩手大学と地域社会が連携する上での課題等についてお伺いします。
３－１．岩手大学側にあると思われる課題等は何だと思いますか？【当てはまるものを選択】
	課題等
	そう思う
	ある程度そう思う
	あまり思わない
	全く思わない
	わからない

	①地域連携のビジョン（考え方、姿勢）が十分でない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②地域と連携するためのノウハウやコーディネート機能が十分でない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	③教員の地域連携への関心が低い
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	④地域ニーズに応えるような特色ある研究が少ない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑤教員の研究分野・研究課題が分かりづらい・PRの不足
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥地域から見て敷居が高いと思われている
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑦地域が必要とする学部・学科・プログラムが十分でない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑧立地的に岩手大学まで遠い
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑨地域連携のための予算措置や促進のための施策や啓発・奨励が十分ではない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑩その他（自由記述）
	



３－２．地域の側にあると思われる課題等は何だと思いますか？【当てはまるものを選択】
	課題等
	そう思う
	ある程度そう思う
	あまり思わない
	全く思わない
	わからない

	①大学との交流ビジョン（考え方・姿勢）が十分ではない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②大学と交流するためのノウハウが十分ではない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	③岩手大学より県外の他大学との交流を望んでいる
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	④岩手大学より県内の他大学との交流を望んでいる
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑤大学の研究成果を活かせるような受け皿（機会・体制）が地域に少ない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥連携のための予算が十分に確保できない
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑦その他（自由記述）
	



Ｑ４：岩手大学との連携事業について
４－１：岩手大学との連携実績 及び その満足度についてお伺いします。【当てはまるものを選択】
	事業等
	満足
	やや満足
	やや不満
	不満
	実績なし

	①共同研究（※）
※ 企業等の研究者と国立大学等の教員とが共通の課題について対等の立場で行う研究
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②受託研究（※）
※　企業等からの委託により行う研究
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	③受託事業（※）
※　大学が外部機関から経費等を受け入れ、委託者に係る事業の委託を受け行う事業
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	④各種委員会委員、技術助言者等への就任及び講演等の依頼
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑤本学大学院への職員の派遣
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥大学との共催事業（講演会、フォーラム等）の実施
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑦地域課題解決プログラム（※）の活用
※地域社会の抱える様々な課題を学生の研究テーマとして募集し、指導教員のもと、斬新な学生の視点から研究するプログラム
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑧地域でのフィールドワークなど教育プログラムへの協力
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑩インターンシップ、実習生の受入
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑪学生ボランティア等の受入
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑫学生（ゼミ・サークル等）との交流・連携
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑬その他（　　　　　　　　　　　）
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	上記に関する具体的内容について、補足等がありましたら記載願います。
（自由記述）
	



４－２：岩手大学と今後連携を希望する取組についてお伺いします。【当てはまるものを選択】
	事業等
	強く希望する
	やや希望する
	あまり希望しない
	全く希望しない
	わからない

	①共同研究（※）
※ 企業等の研究者と国立大学等の教員とが共通の課題について対等の立場で行う研究
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②受託研究（※）
※　企業等からの委託により行う研究
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	③受託事業（※）
※　大学が外部機関から経費等を受け入れ、委託者に係る事業の委託を受け行う事業
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	④各種委員会委員、技術助言者等への就任及び講演等の依頼
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑤本学大学院への職員の派遣
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥大学との共催事業（講演会、フォーラム等）の実施
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑦地域課題解決プログラム※の活用
※地域社会の抱える様々な課題を学生の研究テーマとして募集し、指導教員の下、斬新な学生の視点から研究するプログラム
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑧地域でのフィールドワークなど教育プログラムへの協力
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑨インターンシップ、実習生の受入
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑩学生ボランティア等の受入
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑪学生（ゼミ、サークル等）との交流・連携
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑫リカレント教育（社会人の学び直し）に関する連携
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑬DX（デジタルトランスフォーメーション）、IoT・AI活用等の職場内のデジタル化に向けての推進に関する連携
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑬SDGsやCSR等と関連した連携事業
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑭その他（　　　　　　　　　　　）
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	上記に関する具体的内容に関する補足（自由記述）
	



Ｑ５：岩手大学が行う教育・研究・社会貢献活動の方向性についてお伺いします。【当てはまるものを選択】
	５－１：大学が行う教育（人材育成）について
	賛成
	やや賛成
	あまり賛成できない
	賛成できない
	わからない

	①高度で専門的知識を身に付けさせる教育を行うべき（高度専門職業人の育成）
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②専門的知識のみならず社会における実践を重視した教育を行うべき（幅広い教養・社会人基礎力の育成）
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	５－２：大学が行う研究について
	賛成
	やや賛成
	あまり賛成できない
	賛成できない
	わからない

	①基礎研究を含め、長期的視野で社会の発展に貢献する研究を推進すべき
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②実社会にインパクトを与える社会実装を主眼に置いた実践的研究を推進すべき
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	５－３:大学が行う社会貢献活動について
	賛成
	やや賛成
	あまり賛成できない
	賛成できない
	わからない

	①大学は教育・研究活動を通じた人材の育成・輩出を通して社会に貢献すべき
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②大学は教育・研究活動と関連がなくとも社会貢献活動を推進すべき
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	５－４：その他岩手大学が行う活動の方向性についてご意見等ございましたら記載願います（自由記述）
	




Ｑ６：大学が実施するリカレント教育プログラム(社会人の学び直し)の実績等についてお伺いします。
※　本設問は、必要に応じ、人事担当部門とご相談のうえご回答いただけますと幸いです。
６－１：現在、大学等が実施するリカレント教育プログラムの受講を指示・奨励していますか？
　　【ひとつ選択】
①　受講を指示・奨励している　　☐　
　　②　受講を指示・奨励はしていないが、自発的に受講している職員はいる　☐
　　③　過去に受講を指示・奨励したことがあるが、今は行っていない　☐
　　④　これまでに指示・奨励したことはない　☐
　　⑤　把握していない。　☐
	①～③を選択した場合、差し支えの無い範囲で構いませんので、プログラムの実施主体及びプログラム名について、教えてください。
	



６－２：現在、岩手大学が実施するリカレント教育プログラム（※）の受講を指示・奨励していますか？
　　【ひとつ選択】
※　岩手大学が実施しているリカレント教育プログラムについては、「岩手大学におけるリカレント教育について」（別添２）をご参照ください。
①　受講を指示・奨励している　　☐　
　　②　受講を指示・奨励はしていないが、自発的に受講している職員はいる　☐
　　③　過去に受講を指示・奨励したことがあるが、今は行っていない　☐
　　④　これまでに指示・奨励したことはない　☐
　　⑤　把握していない。　☐

６－３：Ｑ６－２で、①～③を選択した方にお伺いします。
受講を指示・奨励した（または参加した）プログラムの評価はいかがでしたか？
【当てはまるものを選択】
	プログラム名
	満足
	やや満足
	やや不満
	不満
	実績なし

	①21世紀ものづくり人材育成岩手マイスター育成講習コース
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②地域を支えるエコリーダー・防災リーター育成プログラム
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	③いわて半導体アカデミー
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	④いわてアグリフロンティアスクール
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑤女性のキャリア形成支援リカレントプログラム
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥社会教育主事講習
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑦いわて観光グローバル人材育成講座
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	上記に関する具体的内容について、補足等がありましたら記載願います（自由記述）
	



Ｑ７：リカレント教育に関する関心等についてお伺いします。
７－１：リカレント教育プログラム評価するポイントや、職員を受講させるプログラムに期待することは何ですか？【当てはまるものを全て選択】
　　①　幅広い仕事に活用できる知識・技能の習得　☐
　　②　特定課題の実務に必要な専門知識・技能の習得　☐
　　③　特定の分野を深く追求した研究・学修最先端の知識・技術の習得・学修　☐
　　④　最先端の知識・技術の習得　☐
　　⑤　分野横断的で幅広い視点からの研究・学修　☐
　　⑥　異分野交流を通じたイノベーションにつながるシーズ／ニーズの収集、発想力の向上　☐
　　⑦　外国人留学生をはじめ、多様な文化・背景を持った受講生との交流を通じた国際的な思考力・異文化理解の向上　☐
　　⑧　人的ネットワークの構築・拡大　☐
　　⑨　基礎理論の研究・学修　☐
　　⑩　応用・実践問題の研究・学修　☐
⑪　座学のみならず、実習等実践的な講義　☐
⑫　独創的な発想による問題解決力の向上　☐
　　⑬　知識に基づいた深い洞察力の涵養　☐
　　⑭　研究推進能力の向上　☐
　　⑮　各種資格の取得　☐
　　⑯　学位の取得　☐
　　⑰　リカレント教育プログラムに関心がない。期待することは特にない　☐
⑱　その他（自由記述）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７－２：本学が実施するリカレント教育プログラムを職員に受講させること（ご自身が受講すること）に関心がありますか？【ひとつ選択】
　　①　関心がある　☐
　　②　関心がない　☐
　　③　わからない　☐


７－３：Ｑ７－２で「関心がある」と回答された方にお伺いします。
本学では現在、リカレント教育プログラムの内容について充実を図ることを目的に、各プログラムを有償により実施する方向で検討を進めています。
その参考としまして、各プログラムの受講希望 及び どの程度の価格であれば参加を希望されるかについて、お伺いします。【当てはまるものを選択】
	プログラム名
	15,000円以下
	15,000円～30,000円
	30,000円～
45,000円
	45,000円～60,000円
	受講を希望
しない

	①21世紀ものづくり人材育成岩手マイスター育成講習コース
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	②地域を支えるエコリーダー・防災リーター育成プログラム
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	③いわて半導体アカデミー
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	④いわてアグリフロンティアスクール
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑤女性のキャリア形成支援リカレントプログラム
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥社会教育主事講習
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑦いわて観光グローバル人材育成講座
	☐
	☐
	☐
	☐
	☐

	上記に関する具体的内容について、補足等がありましたら記載願います（自由記述）
	

	上記以外に開港を希望するプログラム等がありましたら記載願います（自由記述）
	



※　参考情報：現状の授業料及び講習料について
　岩手大学では、授業料及び特別の課程及び公開講座等講習料を以下のとおり定めています。
　・科目等履修生の授業料：１単位につき14,800円（検定料9,800円、入学料28,200円）
・特別の課程の講習料（60時間程度のプログラム）：１課程につき59,200円
・公開講座の講習料（一般対象）：時間や内容に応じ2,500円～26,000円
・更新講習の講習料：１時間あたり1,000円

７－４：リカレント教育の実施に際する要望（充実させてほしいと考える制度・環境）について
お伺いします。【当てはまるものを全て選択】
　　①　社会人に配慮した時間帯での授業の開講　☐
②　入学・修了時期の柔軟な対応　☐
③　休学・退学・再入学等への柔軟な対応　☐
④　短期間で学位取得・各種資格が取得できる制度　☐
⑤　オンライン授業の拡充　☐
⑥　教育訓練給付制度の活用　☐
⑦　企業人講師など多様な教員の活用　☐
⑧　体系的な教育カリキュラムの充実　☐
⑨　企業側の要望を踏まえたオーダーメイドカリキュラムの実施　☐
⑩　体験入学の実施　☐
⑪　科目等履修制度の活用　☐
⑫　履修証明制度の活用　☐
　　⑬　要望することは特にない　☐
⑭　その他（　　　　　　　　　）　☐

Ｑ８：岩手大学に期待すること等についてお伺いします。
８－１：今後の岩手大学に期待することについてお伺いします。【当てはまるものを選択】
	事業等
	大いに期待している
	やや期待している
	あまり期待していない
	全く期待していない

	①地域住民子弟の入学のための優先枠を設ける
	☐
	☐
	☐
	☐

	②学生を企業や自治体などで実習させる制度を設ける（充実させる）
	☐
	☐
	☐
	☐

	③自治体や企業の資金を大学が受け入れる制度をより充実させる
	☐
	☐
	☐
	☐

	④大学の施設を地域住民により一層広く開放する
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑤大学の情報をより一層広く開放する
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑥社会人向けの科目をより充実させる
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑦研究シーズや研究情報の発信、技術相談をより充実させる
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑨研究大学として大学院教育を充実させる
	☐
	☐
	☐
	☐

	⑪　その他（自由記述）
	



８－２：その他、岩手大学に求めること等について、ご意見等ありましたらご記載願います。
	






最後に、回答者の属性等について、お伺いします。
【当てはまるものを選択。答えたくない場合は空白で構いません】

①　岩手県の出身である　　　　　　　はい　☐　　いいえ　☐
②　岩手県内の高校を卒業している　　はい　☐　　いいえ　☐
③　岩手大学以外の大学を卒業している　
はい（県内）☐　はい（県外）☐　いいえ　☐
④　岩手大学（学部または大学院）の卒業生である
はい（学部）☐　はい（大学院）☐　いいえ　☐
⑤　今後、本アンケートに関連してより詳しいお話を伺うためのヒアリング調査を実施する場合、
調査にご協力いただけますか？　　はい　☐　いいえ　☐



アンケートは以上となります。ご協力いただき誠にありがとうございました。
